
令和５年度 第４回学校運営協議会  

 

令和５年１０月３１日(火)  

                        ８：３０～９：３０ 

 

次 第 

 

１ 開会のことば（教頭） 

 

２ 学校運営協議会長 挨拶 

 

３ 学校長挨拶 

 

４ 協議 

   １ いじめ撲滅週間の取組について  （生徒指導主任） 

   ２ 学校評価アンケートの周知について（主幹） 

３ 学校の現状と今後の課題について （校長、教頭） 

  ・働き方改革推進について 

  ・学力向上への取組について 

４ その他 

     ・民生主任児童委員さんより 他 

５ 閉会のことば（評価項目についての確認・説明。評価項目の評価視点と評価対象の参

考例の欄の修正について説明。 

教頭） 

 

 

 

 

 

第５回学校運営協議会  

１２月２０日（水）９：００～１０：３０ 

 

第６回学校運営協議会 

 ２月開催予定 





令和５年度学校評価項目について                          R5.10.31 

 

保護者用評価内容 

評価段階 Ａ：そう思う  Ｂ：ややそう思う  Ｃ：あまりそう思わない  Ｄ：そう思わない  Ｅ：わからない 

評価項目 【評価の場 例】 ・評価の視点 

１ 
子どもは、学校教育目標の「思いやりのある子」

に育っている。 

 

・他人をいたわろうとしている。・命を大切にし、自然

や生き物を愛そうとしている。・差別や偏見を許さず、

自他の人権を尊重しようとしている。     など 

２ 
子どもは、学校教育目標の「自ら学ぶ子」に育っ

ている。 

 

・自ら学ぶ意欲をもち、基礎的・基本的な知識や技能

を身につけ生かそうとしている。・自ら考え、正しく判

断し、正しく表現しようとしている。     など 

３ 
子どもは、学校教育目標の「元気な子」に育って

いる。 

 

・健康で安全な生活を主体的に実践しようとしてい

る。・進んで運動に取り組み、最後まであきらめずに頑

張ろうとしている。・体力向上を目指し、運動の楽しさ

や喜びを味わおうとしている。       など 

４ 
学校は、子どもの良さを見つけ、伸ばそうとして

いる。 

 

・授業規律と「わかる」喜び、「できた」達成感、「成

し遂げた」成就感の楽しさを味わわせる授業を実施し

ようとしている。・子どもに自信をもたせたり、学習意

欲を向上させたりしようとしている。    など 

５ 
学校は、タブレット端末の活用を推進している。 

 

・タブレットを積極的に活用する授業を実施してい

る。・家庭でもタブレットを活用した学びを進めてい

る。                   など 

６ 
学校は、子どもの興味や意欲、個に応じた指導を

している。 

 

・一人ひとりに合った学びの機会を設定しようとして

いる。・児童が自分に最適な学びを実行できるよう指

導、支援している。            など 

７ 
学校は、子どもの間違った行動を適切に指導して

いる。 

 

・間違った行動には躊躇せず指導し、子供の成長を支

援している。 

・組織的に事前事後の生徒指導を行っている。   

など 

８ 
学校は、子どもの不安や悩みの相談にのってくれ

る。 

 

・相談しやすい雰囲気をつくったり、心のアンケート

等を活用したりして悩みや不安に寄り添っている。 

９ 
学校は、健康の保持増進について適切に指導して

いる。 

 

・保健指導を適切に行ったり、健康診断を実施し、個

別に治療を促したりしている。 

１０ 

学校は、給食指導・食育指導について適切に指導

している。 

 

・給食時、食事のマナーを指導したり、食育の授業を

実施したりしている。 

１１ 

学校は、防災、防犯、事故防止について適切に指

導している。 

・避難訓練を定期的に実施したり、不審者に対する対

応を指導したり、情報発信したりしている。 

１２ 

学校は、PTA や学校応援団、地域の方々と教育方

針を共有し、教育活動を実践している。 

 

学校応援団や地域の教育力を活用した学習活動を行

っている。 

１３ 
学校は、目指す学校像※１『自律と探究～オーセ

ンティックな学びとウェルビーイング～』を学校

教育の中で実践している。 

 

幸福感があり自己有用感、自己肯定感のある学校づく

りを進めている。実生活で生きて働く学びや教科の本

質に迫る学びを進めている。 

１４ 
よりよい学校づくりのための建設的なご意見がございましたら、お書き下さい。 

 

 

・学校評価は、学校教育全体を通して総合的に評価いただけますと幸いです。 

※ウェルビーイング→心身共に幸せな状態 オーセンティックな学び→本物の学び 



 

上記については、以下のような場面を元に参考に判断してください。よろしくお願いいし

ます。 

 

・友人関係 ・他学年との交流の様子 ・通信や HPなどの発信物 ・授業参観 

・学校公開 ・学習の様子 ・学習成果物 ・あゆみ ・eライブラリ進行状況 

・全国及び県の学力学習状況調査 ・外遊びの様子 ・体育の授業の様子  

・個人面談・家庭学習の様子 ・お子様からの話 ・出張授業（ゲストを招いた授業） 

・給食指導の取組 ・引き渡し訓練 ・緊急連絡メール ・地域の協力状況  

・各学年校外学習 ・アンケート ・朝ロクチャンネル（YouTube） ・Facebook 等 

 


